
 
 

平成 24 年度 淀川河川公園全体協議会 開催概要 
 
協議会 議題 主な意見 

全体 
協議会 
(H25.3.1) 

(1) 地域協議会での取り組みに関する相互点検 
・各流域公園整備計画についての情報共有・点検
・公園整備についての報告 
（島本地区、背割堤地区、鳥飼下地区） 

(2) 淀川河川公園の共通課題について 
・水辺・水際部の整備 
・二次草原化の実験 

① 社会情勢の変化への適応 
② 行動計画の検討 
③ 継続的調査の仕組みの必要性 
④ 植生管理の試行 
⑤ 環境学習プログラムづくり 
⑥ 公園運営の新しい仕組みの検討 
⑦ 水辺・水際部での安全確保

 
主な意見の要旨 
① 社会情勢の変化への適応 
・少子高齢化のなか、今後の子供たちが公園で何をするかについての展望の共有 
・今までに失われてきた文化的、歴史的な河川敷の使い方の復活 
・これまで国営事業で整備してきたものを有効利用していくための多種多様な利用者による議論 
 

② 行動計画の検討 
・５年後の目標（例：多目的グラウンド化）実現に向けた具体的行動を整備計画へ盛り込む議論 
 

③ 継続的調査の仕組みの必要性 
・管理着手後のモニタリング調査の仕組みの必要性の検討 
 

④ 植生管理の試行 
・多目的広場や二次草原についての管理運営のあり方や想定される使い方の提示 
・異なる刈り取り回数やモニタリングによる、様々なレベルの持続植生の維持管理方法の議論 
・住民参加型の植生管理を単年度予算制度のなかで継続する方法の議論 
・植生の目標像（高茎・短茎）に応じて刈り取りの回数や時期を変える実験の検討 
・植生管理の試行は市民に開示することにより環境教育ともなる。 
・埋土種子の活用の試行 
・各流域での二次草原化についての試行は一箇所でまとめて実施 
 

⑤ 環境学習プログラムづくり 
・各流域ごとの異なる要素を活かした面白みのあるメニューづくり 
・河川公園の環境的価値の高さを活かした「プログラムつき公園」の試行 
 

⑥ 公園運営の新しい仕組みの検討 
・多様な主体がリーダーになりうる仕組みの検討 
・公園運営組織の公募（毎年または２～３年に 1回）など新しい仕組みの検討 

 
⑦ 水辺・水際部での安全 
・子供たちの環境づくりとしての昔のような水辺の見守り・コミュニティの構築 
・サービスセンターでの河川公園利用者への情報提供のあり方（川の使い方、その地区の環境など） 
・河川という自然がもつ危険をふまえた利用についての周知の方向性の議論 
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平成 25年度 淀川河川公園地域協議会の開催概要 
 

地域協議会 内容 参考
資料

第 1回 
上流域 

地域協議会 
(H25.8.6) 

現地見学 御幸橋野草地区（未開園）、大山崎地区 

参考
資料
１ 

議題 (1) 大山崎地区の課題を踏まえた整備の方向性 
(2) 御幸橋野草地区（未開園）の検討の進め方 

第 2回 
上流域 

地域協議会 
(H26.2.20) 

議題 

(1) 平成25年 9月水害による淀川河川公園の被災と復旧の
状況 

(2) 背割堤地区の整備の進捗状況 
(3) 大山崎地区、御幸橋野草地区（未開園）の今後の整備 
(4) その他の話題提供（水無瀬ゴルフ場の返還） 

第 1回 
中流右岸域 
地域協議会 
(H25.8.28) 

現地見学 三島江野草地区 

参考
資料
２ 議題 

(1) 高水敷切り下げ区域の整備・維持管理の経緯 
(2) 高水敷切下げ区域の維持管理への住民参加について 
(3) 三島江野草地区の今後の整備・管理運営のあり方 

第 1回 
中流左岸域 
地域協議会 
(H25.9.10) 

現地見学 点野野草地区 

参考
資料
３ 議題 

(1) 点野野草地区の変遷、現状及び課題 
(2) 「みんなで育てる河川公園（仮称）」モデル地区の設定

「点野野草地区地区会議」のあり方 

第 1回 
下流域 

地域協議会 
(H25.8.7) 

現地見学 東大道野草地区（未開園）、豊里地区、 豊里自然地区（未開園） 
参考
資料
４ 

議題 (1) 東大道野草地区（未開園）、豊里地区の整備の方向性 
(2) 豊里自然地区（未開園）の検討の進め方 

 


